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１ 会議名   令和７年 第 11 回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和７年９月 29 日（月）午後２時 30 分～午後３時 15 分 

３ 開催場所  岩国市役所２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴 

委 員 村尾 利勝、渡邉 博明、岡田 淳子、岡﨑 陽子 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

   教育次長 ： 賀屋 和夫 

教育政策課長 ： 村重 武志   

教育政策課 英語教育推進室長 ： 藤本 佐祐里 

学校教育課長 ： 五郎丸 哲也   学校教育課主幹 ： 松本 哲也 

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 植田 明男  

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 河本 葉子 

中央図書館長 ： 藤中 朗子  科学センター館長 ： 大黒屋 誠 

由宇支所長  ： 山本 英裕  周東支所長    ： 中村 洋一 

錦支所長   ： 常国 良徳  美和支所長    ： 藤中 峰雄 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 山本 祥寛、廣本 菜穂美 

８ 会議録署名委員   渡邉 博明、 岡田 淳子 

９ 議事日程 

 日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 日程第２ 報告第 13 号 所管事項について 

 日程第３ 議案第 26 号 
岩国市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する

規則の一部を改正する規則について 

 日程第４ 議案第 27 号 岩国市公民館条例施行規則の一部を改正する規則について 

 日程第５ 議案第 28 号 
令和８年度岩国市立小学校及び中学校において使用する学

校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択について 

会議の大要 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

由宇支所長 

 

 

 

 

・ただいまから、令和７年第 11 回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・それでは、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名

委員は、渡邉委員と岡田委員にお願いします。 

・本日の議題は、お手元に配布した資料のとおりとなります。 

・それでは、日程第２「報告第 13 号 所管事項について」を議題といたし

ます。これにつきましては、協議会形式で進めたいと思います。各担当部

署から先に配布しております行事予定表について、補足又は所管事項に関

する懸案事項があれば説明をお願いします。 

・９月８日（月）に第４回由宇・モア・大学で「生涯スポーツにトライアス

ロンを選んで世界一を目指す訳」と題した講演を実施したのですが、講師

の村中先生が「自分の持っている力を振り絞り、やり切った時の達成感や

努力を含めて強くなれることがトライアスロンの魅力」とお話しされてい
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たことが印象的でした。現在 77 歳であるにもかかわらず、常に高みを目

指す精神力は並大抵のものではないと痛感しました。また、この講演の１

週間後には北海道でレースを控えておられたにも関わらず、講演をお引き

受けいただき、大変感謝しております。 

・８月 24 日（日）に玖珂こどもの館で開催しましたミュージカル宝島につ

いて補足説明いたします。こちらは、こどもの館の交流施設において、小

学生以下の児童を対象に、本物の芸術に触れる機会を設けたいということ

で毎年１回行っている事業です。今回の参加者は４歳未満も含めて 161 人

でした。アンケートの結果、94 パーセントの参加者から楽しかったと回

答いただいております。アンケートでは、「全力で歌って踊っている姿を

見てとてもエネルギーをもらいました」「３歳児の子供と一緒に見ました

が、最後まで楽しむことができました」というような意見をいただきまし

た。一方で、会場内で小さい子供が椅子の上で飛び跳ねたり、開始時間に

中に入って来られなかったりなどといったこともありましたので、反省点

として次回に生かしたいと思います。 

・10 月の行事予定に 1 件追加をお願いします。10 月 27 日（月）10 時から

12 時まで錦よろず学問所を錦ふるさとセンターで開催いたします。今回

はステンドグラスの体験教室です。 

・８月 21 日（木）に錦総合支所地域振興課の主催で、加納虹輝選手をお迎

えしてトップアスリート交流会を開催しました。当日、錦中学校の体育館

で 16 時から行いました。小中学生が約 20 数人、地域の方や錦出身の岩国

工業高校の生徒が 40 人ほど来られ、合計 60～70 人の参加がありました。

子供たちが加納選手の指導の下、スマートフェンシングの体験をし、オリ

ンピック競技を肌で感じてもらうという内容でした。 

・美川カレッジでは、10 月にスマホカメラの講座、写真教室を今回初めて

２週にわたって開催することとしています。初回に屋外での撮影会を行

い、次の週に撮影した写真の加工の仕方を学ぶという内容で行う予定で

す。 

・８月 24 日（日）にＢ＆Ｇ海洋センターでＢ＆Ｇカヌー・サップ教室を行

いました。道具は周防大島町からお借りして実施しています。 

・本郷山村留学センターについては、８月 30 日（土）に 12 人全員元気に帰

寮しました。 

・９月 13 日（土）宇佐川小学校から始まりました運動会ですが、この週末

は中学校を中心に体育祭が行われました。より生徒を主体とし、小中で、

地域の皆様とともにある運動会として大変盛り上がり、活気のある体育

祭・運動会になりました。９月 27 日（土）はちょうど曇天で風もあって、

熱中症による搬送事案等は起きておりません。競技中の怪我等について

は、適切に対応しております。今回の熱中症対策ですが、学校によっては

練習時間を１校時から３校時までとし、一旦着替えをして昼からは授業を
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するというようなかたちで非常に効率よく児童生徒の健康面に配慮して

行っています。運動会当日は昼食をとっての運動会・体育祭も増えてきま

したが、生徒は教室で休んで、食事をとってという所が増えてきたという

印象です。この高まり、盛り上がりを中学校においては 10 月後半の文化

祭につなげ、しっかり達成感を感じて卒業式へ向かっていく流れになるか

と思います。 

・８月 25 日（月）に開催した岩国ファミリーピアサロン・つなぐの補足説

明をさせていただきます。参加保護者は 10 人でした。全体の会に加えて

主にグループ協議を行っていますが、参加者の感想を見ますと、全体的に

は好意的な感想が多く、やはり開催する意義はあるのかなと感じていま

す。一方、チラシが届いていないという意見がございましたので、学校を

通して確実に保護者に届くようにしていきたいと考えています。一部の学

校にはなりますが「今の校長先生にずっといてほしい」「担任の先生のお

かげで中間テストや期末テストを受けに学校に行けるようになった」など

の意見もあり、学校に対する信頼が高まっていると感じているところで

す。次回、10 月も７人の保護者の方が会の運営に協力していただけるこ

とになっています。段々参加される人数も増えてきて、より参加される保

護者の意識も高まってきていると感じています。 

・市内の小学校において、就学時健診にあわせて実施される「子育て学習会」

が、15 の小学校で実施される予定となっています。また、中央公民館の

10 月の行事予定のうち、８日（水）の「岩国中学校・中央公民館地域交

流活動」についてですが、この事業は学校・家庭・地域が連携した世代間

の交流活動を通じて、自立し活力ある地域づくりを目的として、平成 28

年度から実施しており、今年度が第 10 回の開催となります。昨年度と同

様、太極拳・民踊・生け花など７つの公民館共催クラブの活動を岩国中学

校の１年生 175 人と一緒に行います。当日には、家庭教育事業として、公

民館主催の「ぴよぴよ広場」をあわせて開催し、小さなお子さんと中学生

とのふれあい交流体験も予定しています。 

・夏休みこども司書体験講座について補足いたします。この体験講座は、７

月 30 日（水）から８月１日（金）までの３日間開催いたしました。参加

してくれた子供たちみんなが楽しかったと感想を寄せてくれ、図書館を

知ってもらうきっかけになったと思っております。この体験講座の様子

は、図書館のホームページ「図書館ひとコマ 2025 年度」に掲載しており

ますのでぜひ御覧ください。 

・８月 23 日（土）に、岩国海洋環境試験評価サテライト(ＩＭＥＴＳ)にお

いて、水中科学教室を実施しました。今年度は、昨年度に引き続き洋上風

力に関する発電実験と風車の組立てを実施しました。まず風車模型でよく

回る羽の角度を探し、そのあと洋上風車を組み立て、実際に水槽に浮かべ、

浮力について学んでもらいました。風車につけるオモリの重さによって、
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水に沈んだり、逆に沈まずに横に倒れてしまったりするため、子供たちは、

うまく水に浮くようバランスをとるのに少し苦戦している様子でした。今

回は、開催日と登校日が重なってしまった学校もあり、出席者が定員に達

しない状況でしたが、今後も、水中でできる科学教室の貴重な場として、

ＩＭＥＴＳでの水中科学教室を続けていきたいと考えています。 

・今月26日（金）から10月３日（金）までの１週間、令和７年度岩国市･和

木町科学振興展覧会ということで、夏休みに児童生徒が取り組んだ「自由

研究」や「科学工作」を展示しています。今年度は328点で、昨年度の370

点よりもやや少ない出品数ではありましたが、今月18日に理科部会の先生

方に全作品の審査をしていただきました。学年の割合としては、小学３、

４年生の出品が多く、またクオリティの高いものや感心させられるものも

多かったという評価でした。３年生の作品の中には、市内で捕獲した水生

昆虫のタガメを産卵させ、成虫まで仮説を立てながら飼育したものなど、

評価の高いものもあり、23点の優秀な作品は県科学作品展に出品する予定

としています。 

・８月９日（土）に実施した「国際交流ライブラリー」について報告します。

このイベントは、日米の中高生を対象として、今回初めて中央図書館と英

語教育推進室がコラボして行った英語交流イベントで、中央図書館で行い

ました。当日は、事前に申込のあった市内の中高生８人と、ペリースクー

ルの生徒９人の計 17 人の日米の中高生が、４つのグループに分かれてゲ

ームやアクティビティを通じて交流しました。参加者は、ボードゲームや、

引いたカードの単語に対して即興で考える、例えば“バケーション”とい

う単語を引いたらバケーションにまつわるエピソードを英語で話す、とい

うようなゲームを行いながら、交流を図り、お互いの文化を学び合いまし

た。またイベントには、市内の学校からＡＬＴや国際交流支援員にファシ

リテーターとして参加していただき、それぞれのグループについて、当日

の活動や交流をサポートしてもらいました。イベント後のアンケートで

は、「自分はあまり英語が話せないけれど、ゲームを通じて交流できて楽

しかった」「同年代同士で話しやすかった」「以前より英語で伝えられるよ

うになった」「来年も参加したい」などの感想が寄せられました。特に、

今回参加した市内の中高生の参加者全員が「このイベントは楽しかった」

と回答してくれました。このことから、今後も、日米の中高生が楽しいゲ

ームやアクティビティを通じて交流し、互いの文化を学ぶ機会を増やして

いきたいと考えています。 

・全体を通しまして、御意見・御質問がございましたらお願いします。 

・生涯学習課の８月 26 日（火）市民大学講座ですが、やまぐちと岩国のす

ごい植物たちというテーマで講義されたそうですね。岩国にはどんなすご

い植物があるんですか。それらの植物を大切に保存したり増やしたりしよ

うという運動にもつなげられたりするのではないかと思います。 
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・講義の中身までは把握できておりませんが、博物館の講師の方が、たくさ

んの植物のサンプルを持参され、机の上に並べたものを見ながら、対話型

の講座をしていただいたということで大変好評だったとの報告を受けて

おります。詳しい内容については、また別にお知らせいたします。 

・学校教育課にお尋ねします。部活動について、校庭開放の件です。校庭開

放について、権限は校長先生にありますが、独自の判断ではなかなか難し

いと思います。いわゆる協議会方式で運営しているわけですが、年間、各

学校で使用者が決まっていますよね。新規参入については中に入るのが難

しいという状況があります。協議会の中で承認を得るというかたちになっ

ているので。時間を１時間繰り上げれば、１時間の空白が生まれるわけで、

地域移行に伴う部活動のための練習時間が１時間は確保できるんじゃな

いかと思います。そういう面で学校側と教育委員会が協議しながら、柔軟

に新規団体の受け入れと、時間の繰り上げについて協議したらいかがでし

ょうか。 

・子供たちのためにということで、まったく同感です。ただ、岩国市の施設

開放の運営方式がそれぞれ成り立ちも含めて違うので、突き合わせて一つ

一つ協議をしていく必要があるかなと思っています。スポーツ推進課とも

その辺りをよくすり合わせながら、運営側も新規参入者も良いかたちにな

るよう、協議しつつあるところです。いろいろなパターンがあるので、そ

うした部分を踏まえながら少しずつ進めています。 

・難しいのであれば、マイナス要因が何なのかをはっきりさせて、各スポー

ツ団体に投げかけていくことが必要だと思います。ボランティアなので。 

・これまで中学校の部活動であったということを踏まえると、村尾委員が言

われたように、補助金であるとか、そういったことも抱き合わせていくな

ど、方法を検討していかないといけないかなと思っています。 

・そのことも含めて、より良い方向で進むようにお願いします。 

・青少年課にお尋ねします。ピアサロンについては、去年からの実績があり

ますし、安定して人数も増えてきましたね。横の連携を図りながらどんど

ん増やしていただきたいと思います。それから、８月に管理職の懇親会が

ありましたね。その時に、不登校児童を一人でも二人でも減らしてほしい

という話があったと思います。各学校意識をもってやれば、確実に減って

くると思うのですが、どうですか。 

・まず、ピアサロンについてですが、今年度は１回増やして年４回の予定と

しています。増やした回を８月末に実施してみたのですが、去年の２学期

に実施したときと比べると意外と参加者が少なかったという印象です。夏

休み中ということもあり、登校することに対する保護者の方の意識などに

も影響があったかもしれませんので、開催時期については、夏休み中にや

ることが良いのかどうかも含めて検証していかないといけないと思って

います。 
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・不登校の件ですが、昨年度、初めて実数が減少に転じたのですが、分母と

なる児童生徒数も減っておりますので、出現率自体は変わっておりませ

ん。今年は１学期末現在、前年同月比で約２割程度実数として減少してい

ます。このペースでいくと、今年度末も岩国市は不登校の児童生徒数は減

少すると予測しています。 

・全国的にも県としても増えてきている中、岩国市は２割減少しているのは

すごいことです。３割に近づくように、頑張ってください。 

・３点お尋ねします。英語教育推進室の国際交流ライブラリーについて、参

加者に大好評だったということですが、本来ならＰＬＡＴ ＡＢＣで実施

しているところの延長線上で、周知をして中央図書館で行ったというイメ

ージでよろしいですか。 

・はい。 

・こういう機会をもっともっと小中学生に増やしてほしいと思います。継続

して実施するとか校区を分けて実施するなど、どんどん輪を広げていただ

いて、岩国市は英語交流できる場所があるんだという認識が広がっていけ

ば良いと思います。しっかり次回の広報をすることで、つなげられるので

はないかと思いました。 

・10 月５日（日）に錦川流域の河川一斉清掃があるのですが、案内は学校

関係にも来ていますか。この清掃は毎年夏にやっていたのですが、コロナ

禍、天候不良で中止になることが多かったので 10 月に変更になっていて、

たまたま私の地域の方が生徒たちに協力してほしいという話があったの

で紹介させてもらいました。こちらは県の行事ですが、岩国の実行委員会

が立ち上がって地域で清掃をしています。安全面もあると思いますが、ボ

ランティア精神の醸成のため、小中学生にも良い機会と思います。チラシ

が回っていなければ、10 月５日は難しいかもしれませんが、小学生は保

護者同伴、中学生については地域のコーディネーターさんや先生方と連携

するなどして、清掃に参加してもらえたらなと思います。 

・最後に、部活の地域移行の件です。岩国市認定の地域クラブの実数を初め

て見させていただいたんですが、基本、中学校の部活の種目がメインにな

ってくると思います。今掲載されているダンスチームは１団体ですが、実

際は、岩国にはダンスチームがたくさんあるんですよね。地域団体と学校

がしっかり連携して、広報をしっかりしながら、市内で活動しているでき

るだけ多くの団体に登録してもらえるような機会を作ってほしいと思い

ます。また、中学生は今まで無料で部活に入れていたのに、地域のクラブ

活動になったらお金がかかる、というようになるのはあまりよろしくない

ので、予算をしっかりとって、誰でも参加できるような地域のクラブ活動

にしていただきたいと思います。 

・子供たちに主体的になることを教えるのはすごく難しいことで、自分の中

でいまいちピンと来ていなかったのですが、今回の体育祭で、子供たちに
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しっかり任せてやらせているということを肌で感じました。先生方が黒子

のようにしっかりサポートされていて、子供たちが笑顔でいきいきと、悔

しくて泣いていたり、嬉しくて笑っていたりする様子を見ることができ、

胸がいっぱいになりました。主体的で、子供が主役と感じられる運動会で

した。去年、中学校の体育祭を見た時に自分の中のイメージよりも緊張感

が少なかったのが印象的だったんですが、それは先生に言われてやらされ

ているわけではないからこそ、そう感じたのかなと思いました。いろんな

場面でまとまっていて、生徒同士の掛け合いの声が聞こえてきたりして本

当にいいなと思いました。先生方の対応や日頃の学校生活が子供たちに根

付いていると感じ、中学生の主体性に期待が持てて嬉しく思いました。ま

た、熱中症対策などもすごく良くしていただいていて安心しました。 

・今回、練習の段階から、学年種目を教員が説明して仕上げていくのではな

く、生徒たちが主体となって種目の説明をし、実行委員会で作っていくと

いう手法をとるということを１学期の職員会議で決めて徹底されていま

した。教員から見ても、子供たちが輝いている、時には思いやりや優しさ

をもって関わろうとすることにつながっているということでした。先ほど

不登校の話が出ましたが、行事の中での子供たちの満足度というか、学校

生活の中での満足度が高まってきているんじゃないかと感じていますし、

少しずつ、不登校や集団に馴染めない子供たちも仲間に入っていくような

仕掛けが校長先生のリーダーシップのもと徹底されてきていると思って

います。子供たちに式典の進行をさせている学校もありますし、そうした

発想で、いろんな教育活動の中で子供たちを前面に出すということが広が

ってきていて、岩国市内が概ね落ち着いているのもそういう部分がつなが

っているのかなと考えています。 

・体育祭に参加させていただきましたが、子供たちはどちらの学校でもはつ

らつとしていました。部活動行進や部活リレーは昔から花形だったんです

けれども、１年生が 60 パーセントくらいしかいないということで３年生

が中心になってやっている姿も目にしました。ある部活は３人くらいしか

いませんでしたが、堂々としていて良い姿が見れました。また、先生方の

チーム力もよく見えてきました。校長先生をリーダーとして先生方がまと

まっているなと感じたところです。 

・青少年課のピアサロンですが、こういう話し合いを持っている市町は他に

なかなかないと思います。会を開くこと自体が大変ですが、開かれたらそ

こに参加して、悩みを聞いてもらった方が支援者に回り、形態を変えてい

く中で本音が出てきたら安定性があるんじゃないかなと思います。いずれ

にしても、学校は今から組織的な生徒指導と生徒理解だけではなくて、組

織的な家庭教育支援が、こちらも小中一貫したものが望まれていると思い

ます。その感性を教職員が持てるか持てないかが勝負かなと思います。 

・そのほかよろしいでしょうか。 
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・別にないようでしたら、以上で報告第 13 号を終わります。 

・次に、日程第３「議案第 26 号 岩国市教育委員会の権限に属する事務の

補助執行に関する規則の一部を改正する規則について」を議題といたしま

す。 

・教育政策課から説明をお願いします。 

・「議案第 26 号 岩国市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する

規則の一部を改正する規則について」御説明いたします。本議案は、今年

度から市長部局において、文化スポーツ課が文化振興課及びスポーツ推進

課へ組織改編されたことに伴い、規定の整備を行うため提案するもので

す。なお、この規定は令和７年４月１日から適用します。御審議の程よ

ろしくお願いいたします。 

・ただいまの説明に御意見・御質問がございましたらお願いします。 

・別にないようでしたら議案第 26 号は原案のとおり決したいと思いますが

御異議ございませんか。 

・異議なし 

・御異議なしと認め、議案第 26 号は原案のとおり決します。 

・次に日程第４「議案第 27 号 岩国市公民館条例施行規則の一部を改正す

る規則について」を議題とします。中央公民館から説明をお願いします。 

・本議案は、「岩国市公民館条例の一部を改正する条例」の施行に伴い、規

定の整備を行うため、教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基

づき、教育委員会の御意見を求めるものです。改正の内容としまして

は、条例改正による条ズレ等に伴う改正を行っています。なお、本規則

は公布の日から施行し、条例の公布日にあわせ、本年９月 26 日から適用

することとしています。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

・ただ今の説明に御意見・御質問がございましたらお願いします。 

・別にないようでしたら、議案第 27 号は原案のとおり決することに御異議

ございませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 27 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第５「議案第 28 号 令和８年度岩国市立小学校及び中学校に

おいて使用する学校教育法附則第９条に規定する教科用図書の採択につ

いて」を議題といたします。なお、この日程につきましては、公表までの

間、議事については非公開としたいと思いますが、いかがでしょうか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、日程第５は非公開とします。学校教育課より説明をお

願いします。 

・本議案は、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」第 13

条の規定により、岩国市立小学校及び中学校において令和８年度に使用す

る教科書について、別紙のとおり教育委員会の承認を求めるものです。こ
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れは小・中学校の特別支援学級でそれぞれの学校で採択された教科書にな

ります。御審議のほどよろしくお願いします。 

・ただ今の説明に御意見・御質問がございましたらお願いします。 

・別にないようでしたら、議案第 28 号は原案のとおり決することに御異議

ございませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 28 号は原案のとおり決します。 

・本日の議題は以上でございます。次回の教育委員会会議の日程について、

事務局から説明をお願いします。 

・次回定例会は、令和７年 10 月 21 日（火）、本庁２階 特別会議室におい

て、14 時から所属長会議を、14 時 30 分から教育委員会会議を開催いたし

ます。 

・以上をもちまして、令和７年第 11 回岩国市教育委員会会議を終了いたし

ます。 
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